
ボーリング柱状図

調 査 名
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事地質調査業務委託

事業・工事名

ボーリング名 Ｎ ｏ ． ２ 調査位置 福 岡 市 東 区 み な と 香 椎 １ 丁 目 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 福 岡 市 　 港 湾 局 　 建 設 部 　 施 設 課 調査期間 平成 27年 9月 25日 ～ 27年 9月 30日

調 査 業 者 名
朝 倉 地 質 工 業 株 式 会 社

電話 ( 0 9 2 - 4 7 4 - 6 5 4 3 )
主任技師 時 川 　 真 一

現 場
代 理 人

高 野 　 宏 二
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鑑 定 者
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責 任 者

高 野 　 和 貴
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粘土混じり砂礫状を呈する。
φ２～50mm大の礫を多く介在。
礫は花崗岩質にて硬質。
マトリックスは細粒砂及び粘性土。
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含水量多く極めて軟質。
貝殻片・微粒砂を混入。
シルトと砂質シルトの互層状を呈
す。
粘着力強い。
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固結度非常に高い。
微粒砂を混入。

固結シ
ルト

暗灰
～暗
緑灰

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

1.80
9/26

9.20
9/29

9.50
9/28

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.65

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

3

4

8

4

4

11

7

2

30

1

1

1

15

1

1

1

1

1

2

4

5

1

1

1

15

1

15

1

1

2

5

10

～

20

2

5

13

6

4

11

8

2

1

1

1

15

1

2

1

1

1

1

7

5

1

1

1

15

1

15

1

1

1

5

20

～

30

2

7

14

6

2

12

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

9

6

1

1

1

1

2

6

打
撃
回
数
/
貫
入
量

(cm)

7

30

16

30

35

30

16

30

10

30

34

30

24

30

5

50

3

30

3

30

2

30

3

30

4

30

3

30

3

30

3

30

4

30

20

30

16

30

3

30

3

30

2

30

2

30

3

30

3

30

5

30

16

30

N     値

0 10 20 30 40 50 60

7

16

35

16

10

34

24

3

3

3

2

3

4

3

3

3

4

20

16

3

3

2

2

3

3

5

16

原 位 置 試 験

深

度

(m)

9.70

10.30

試 験 名

および結果

孔内水平載荷試験
Km=48.998MN/m3
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




